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市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
鶴
岡
の
料
理
を
集
め
た
レ
シ
ピ『
つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
』。

こ
の
た
び
、
装
い
を
新
た
に
内
容
も
充
実
さ
せ
た
改
訂
版
を
発
行
し
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
声
を
交
え
な
が
ら
、
そ

の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

○
問
合
せ

本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
☎
35
‐
１
１
８
５

『
お
う
ち
御
膳
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
レ

シ
ピ
は
、
四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
は
じ
め
、
伝
統
行
事
の
際
に
作
ら
れ
て
き

た
料
理
な
ど
、
地
域
の
独
自
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
り
方
や
材
料
は

あ
く
ま
で
目
安
。
レ
シ
ピ
に
は
所
々
に
余
白

が
設
け
ら
れ
、読
ん
だ
方
が
「
我
が
家
の
味
」

を
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
『つるおかおうち御膳』とは

若林  礼子 さん（うなぎ 若林）の『おうち御膳』

付箋とメモで、父から教わった自分の
家の味を書き込んでいます。お店にい
らした観光客の方に本を見せると、と
ても興味を持ってもらえますよ。

　
　
　
　

民
の
皆
さ
ん
が
親
し
ん
で
い
る

　
　
　
　
「
鶴
岡
の
味
」。
だ
だ
ち
ゃ
豆
や
、

　
　
　
　

孟も
う
そ
う宗

、
海
産
物
、
山
菜
な
ど
、
食

材
は
豊
富
で
す
。
鶴
岡
で
は
、
家
庭
や
地
域

ご
と
、
ま
た
季
節
や
行
事
ご
と
に
、
旬
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
が
作
り
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

鶴
岡
市
は
、
風
土
や
歴
史
に
育
ま
れ
た
豊

か
な
食
文
化
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
12
月

に
日
本
で
初
め
て
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造

都
市
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。『
つ
る
お

か
お
う
ち
御
膳
』（
以
下
『
お
う
ち
御
膳
』）

は
、
認
定
に
先
立
つ
平
成
22
年
に
、
こ
う
し

た
食
文
化
を
形
成
す
る
、
郷
土
食
や
行
事
食

を
ま
と
め
た
レ
シ
ピ
集
と
し
て
発
刊
さ
れ
ま

し
た
。
発
刊
以
来
、
市
内
や
首
都
圏
な
ど
で

約
2
万
5
、
０
０
０
部
が
販
売
さ
れ
、
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

私も使ってます！
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レシピの一部をインターネットでも発信
ウェブサイトと「YouTube」での動画配信

新たな “ 食文化と郷土食の教科書 ” として
　
　
　
　

文
化
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く

　
　
　
　

こ
と
を
第
一
の
目
的
に
刊
行
さ
れ　
　

　
　
　
　

た
『
お
う
ち
御
膳
』。
初
版
か
ら

12
年
が
た
ち
、
そ
の
間
、
私
た
ち
の
社
会
は

少
し
ず
つ
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
社

会
の
課
題
も
、
食
文
化
の
継
承
に
深
く
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
改
訂
版
で
は
、

レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、
鶴
岡
の

食
文
化
や
郷
土
食
の
新
た
な
「
教
科
書
」
と

し
て
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
構
成
と
し
ま

し
た
。
読
み
や
す
く
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
す
る

と
と
も
に
、
レ
シ
ピ
の
追
加
と
入
替
え
を
行

い
、
分
量
や
作
り
方
も
見
直
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
ん
か
け
文
化
や
、
在
来
作
物
と

郷
土
食
、
焼
き
畑
と
カ
ブ
、
笹
巻
き
の
文
化
、

出
羽
三
山
の
精
進
料
理
、
黒
川
能
と
食
事
な

ど
、
郷
土
食
と
食
文
化
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ム

も
新
た
に
収
録
。
さ
ら
に
、
各
地
域
の
方
々

が
、
地
域
・
家
ご
と
の
習
わ
し
な
ど
を
語
っ

た
座
談
会
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

読
ん
だ
方
が
、
食
文
化
を
通
じ
て
、
地
域

の
豊
か
さ
に
関
心
と
愛
着
、
そ
し
て
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

食

　
　
　
　

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
食
の
多
様

　
　
　
　

化
・
国
際
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
私

　
　
　
　

た
ち
が
郷
土
料
理
に
接
す
る
機
会

は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
若
い
世
代
や
遠
方
の
方
に
も
、

気
軽
に
鶴
岡
の
郷
土
食
に
触
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
改
訂
に
合
わ
せ
て
『
お
う
ち
御
膳
』

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
公
開
し
ま
し
た
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
多
く
の
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
買
物
先
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
、
手
軽
に
材
料
や
作
り
方
を
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
食
材
ご
と
に
レ
シ
ピ
を
検
索

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

る
一
部
の
料
理
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
作
り

方
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
あ
ん
は
ど
の

く
ら
い
の
固
さ
ま
で
練
れ
ば
い
い
の
？
」「
笹

巻
の
巻
き
方
は
？
」
な
ど
、
文
字
だ
け
で
は

イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
内
容
が
分
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
訂
版
に
は
、

動
画
を
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
２
次
元
コ
ー
ド
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

生

改訂で、より読みやすく、伝わりやすく

▶ウェブサイト　夏のレシピ一覧
　季節ごと、食材ごとに料理を
　検索できます。

▶ YouTube「つるおかおうち御膳」レシピ一覧
　令和４年６月現在、10の料理を紹介しています
　（随時追加予定）。　

▼試し読みしてみよう！
改訂版『おうち御膳』の目次と
レシピの一部を、以下の２次元
コードから見ることができます。

▼

▲新たにコラムや座談会の記事を
　追加しました。
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─
─『
お
う
ち
御
膳
』の
編
集
で
、
苦
労
し
た

　
　

こ
と
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤

今
回
の
改
訂
に
は
2
年
掛
け
ま
し
た

が
、
初
版
は
食
材
の
旬
で
な
い
も
の
も
あ
っ

た
中
で
急
い
で
作
っ
た
の
で
、
大
変
で
し
た

よ
ね
。

板
垣

２
か
月
で
１
年
分
の
料
理
を
作
る
た

め
に
、
干
物
や
冷
凍
保
存
を
活
用
し
て
ね
。

同
じ
料
理
で
も
、
地
域
ご
と
に
具
材
や
手
順

が
違
っ
て
、も
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）。

和
田

12
年
前
に
書
か
れ
た
レ
シ
ピ
と
比
べ
、

海
産
物
の
と
れ
る
時
期
が
変
わ
っ
て
い
て
、

食
材
集
め
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

釼
持

レ
シ
ピ
選
び
も
大
変
で
し
た
ね
。
地

域
ご
と
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
み
ん
な
の
話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
自

分
の
一
番
が
主
張
で
き
な
く
な
る
。

石
塚

地
域
差
が
あ
る
中
で
基
本
の
レ
シ
ピ

す
ね
。

板
垣

親
の
昔
の
苦
労
な
ど
を
感
じ
取
っ
た

り
、
郷
土
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
出
に
寄
り
添
う
よ
う
な
１
冊
に

な
っ
て
い
ま
す
。

江
頭

在
来
作
物
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
も
登
場

す
る
の
で
、
解
説
も
含
め
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

釼
持

若
い
頃
、
地
域
の
婦
人
会
で
出
し
た

本
に
は
、
行
事
ご
と
の
レ
シ
ピ
が
載
っ
て
い

て
、
私
に
と
っ
て
の
教
科
書
で
し
た
。『
お

う
ち
御
膳
』
も
、
そ
の
よ
う
に
使
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

石
塚

郷
土
食
を
食
べ
る
と
、
記
憶
の
中
の

情
景
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。
地
域
ご

と
、
家
庭
ご
と
の
個
性
が
あ
る
『
お
う
ち
御

膳
』
を
、
楽
し
み
な
が
ら
受
け
継
い
で
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

黒川能の里の会
代表

釼持  澄子 さん

産直あさひ・グー
理事

伊藤  ます子 さん

鶴岡市食生活改善推進協議会
顧問

板垣  葉子 さん

山形在来作物研究会
会長

江頭  宏昌 さん

ゆらまちっく海鮮レディース
代表

和田  光子 さん

形と思い出に残る本に
時代に合わせて進化する郷土食。その継承の手助けを──

庄内浜文化伝道師
石塚  亮 さん

第１講　浜の御膳を味わおう！
　７月30日（土）午前10時　由良コミュニティセンター
　メニュー／イカ料理、貝の煮付けなど
第２・３講　夏の味覚を親子で味わおう！
　８月４日（木）・５日（金）午前10時　農村センター
　メニュー／だだちゃ豆ご飯、夏野菜料理、イカ料理など
第４講　夏野菜と海の幸、よくばり御膳
　8月24日（水）午前10時　にこ♥ふる
　メニュー／だだちゃ豆ご飯、夏野菜料理、イカ料理など
申込み　鶴岡食文化創造都市推進協議会☎35‐1185

『おうち御膳』改訂記念　料理講座
発行
　鶴岡食文化創造都市推進協議会
編集
　鶴岡市、同協議会、鶴岡市食生活改善推進協議会
価格
　1,320円（消費税込）
発行日
　令和4年６月30日
取扱店
　鶴岡市内の各書店、産直施設

改訂版『おうち御膳』　発刊情報

を
作
る
の
で
、
共
通
の
部
分
を
見
つ
け
る
の

が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

江
頭

地
域
で
も
家
庭
で
も
違
い
が
あ
る
の

が
鶴
岡
の
食
文
化
の
奥
深
さ
で
す
よ
ね
。
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
思
い
入
れ
が
あ
る
も
の
を
、

１
冊
の
本
と
し
て
表
現
す
る
の
は
苦
労
し
ま

し
た
。

─
─
改
訂
版
の
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
を

　
　

見
て
ほ
し
い
で
す
か
？

伊
藤

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
レ
シ
ピ
が
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
動
画
を
見
た
知
人
に
、

「
見
な
が
ら
作
れ
て
、
手
順
が
分
か
り
や
す

か
っ
た
」と
言
わ
れ
て
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

和
田

鶴
岡
を
離
れ
て
い
る
時
間
が
長
い
方

ほ
ど
、
郷
土
を
懐
か
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。
レ
シ
ピ
が
、
鶴
岡
に
住
む
親
や
友

人
に
連
絡
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で

紺色の表紙が目印！

 『おうち御膳』の改訂は、初版の制作に関わっ
た方も含めて、２年間掛けて行われました。
　編集にご協力いただいた皆さんにお話を伺い
ました。
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鶴岡市食生活
改善推進協議会
羽黒地域

安藤  幸子 さん

『
お
う
ち
御
膳
』
に
掲
載
し
て
い
る
料
理
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
ま
豆
腐
は
、
昔
か
ら
お
祝
い
事
や
仏
事
、
お
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
一
品
で
す
。

材
料
の
割
合
に
気
を
付
け
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

作
っ
て
み
よ
う
！
郷
土
食

教えてくれた方

煎りゴマ 3/4カップ（100g）
「皮なし煎りゴマ」を使う場合は60g

かたくり粉 1/2カップ（65g）
水 ３カップ（600g）
ショウガ 少々

材料（作りやすい分量：約５～６人分）

かたくり粉 大さじ３（27g）
酒 大さじ３（45g）
しょう油 大さじ３（54g）
砂糖 大さじ６～８（54～63g）
水 １と1/3カップ（約270g）

ゴマをする
　ゴマをすり鉢でよくする。油分を出し切る
　までよくすったら、 水1/2カップを加えて
　さらによく混ぜる。

さじ加減！その１

1

手ぬぐいを縫って作った「こし袋」を使うと、市販
のものより目が細かく、舌触りが滑らかになります。
色の付いた汁が出なくなるまでよく絞って。

さじ加減！その２

水でこす
　すったゴマをこし袋に入れ、残りの水を少
　しずつ加えながら、丁寧にこす。

2

水分が飛ぶと急に粘りが出てきます。火の通りが足
りないと固まらなかったり、粉っぽくなったりする
ので、鍋肌から離れるくらいまで根気よく練って。

さじ加減！その３

かたくり粉を入れ、火にかけて練る
　こした汁を鍋に入れてかたくり粉を加え、
　中火にかけて、生地がまとまるまで、焦が
　さないように強くかきまぜる。

3

型は金属バットやお茶碗でもOK。氷水を張ったバ
ットに型ごと入れると早く冷ませます。

さじ加減！その４

型に入れ冷ます
　水で濡らした型に生地を流し入れ、へらで
　軽く平らにする。表面に密着させるように
　ラップをかけ、冷ます。

4

あんは材料の割合が大事。かたくり粉：酒：しょう
油：砂糖：水＝1：1：1：2～4：6～7が目安です。
垂らして上下がつながるまでよく練って。

さじ加減！その５

詳しくは動画で！
あん練りの手順を
確認できます。
▼

あんを作る
　酒を鍋に入れて沸騰させ、火を止めてから
　ほかの材料を入れる。再度火にかけ、よく
　かき混ぜながら中火で煮立てる。あんが透
　明になり、つやが出るまでよく練ったら、
　鍋を火から下ろして、冷めるまで更に練る。

5 盛り付ける
　固まったごま豆腐を適当な大きさに切り分
　け、器に盛り付ける。あんをかけ、おろし
　ショウガを添えて完成。ゆで卵やゆでたニ
　ラを合わせると、彩りが一層豊かになる。

6

アレンジレシピ：ゴマのかす入りパンケーキ
市販のホットケーキミックスに、
卵、牛乳と２で出た絞りかすを
混ぜて焼くと、さくさく軽い歯
触りのパンケーキに！バターや
はちみつを添えてどうぞ。

「皮なし煎りゴマ」を使うと、する時間が少なくて
済みます。皮の重さの分、少なめに。

ご
ま
豆
腐

あ
ん
か
け
の「
あ
ん
」
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）
■問本所子育て推進課☎35‐1291

ひとり親世帯分の給付金を受給していない低所得の子育て世帯に対し、児童１人当たり５万円を給付します。

■�対象・支給方法
　▷令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当を受給していて、令和４年度の住民税均等割が非課税
の方

　　→申請不要（７月末までに手当の登録口座に支給）
　▷令和４年３月31日時点で18歳未満の児童（障害児の場合は20歳未満）を養育する父母等の内、
　　①令和４年度の住民税均等割が非課税の方
　　　→申請が必要な場合あり。申請不要の方には７月中に振り込み通知を送付
　　②新型コロナウイルス感染症の影響で収入が急変し、住民税均等割非課税相当となった方
　　　→申請必要（来年２月28日○火まで）
■�申請方法　申請書の様式等詳しくは市HPをご覧ください

■問本所商工課☎35‐1299

プレミアム付き商品券を発行します

　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けた地域経済の回復を目的に、「プレミアム付き商品券
（アプリ版＋紙版）」を発行します。市内での消費活動を喚起し、地域の景気浮揚につなげます。

■�販売内容
１セット5,000円分を4,000円で販売（プレミア
ム率25％）
■実施期間
アプリ版…９月中の開始を予定（３か月間）
　紙版…10月中の開始を予定（２か月間）
■�対象店舗
市内の中小・小規模店舗（業種の制限なし）
　※大手チェーン店、コンビニ、ドラッグストア等
は対象外。

■�発行金額
12億円分（5,000円分×24万セット）
■購入対象者・購入限度
第１回…市民限定とし、１人当たり２セットまで
販売。希望者全員がアプリ版か紙版のどちらか
を購入できるように申込制とする
第２回…第１回で完売しなかった場合、市民に限
定せず、アプリ版でのみ販売（予定）

■その他
詳細が決まり次第市HP等でお知らせします

（53）

天
神
祭
、
大
山
犬
祭
り
、
３
年
ぶ
り
に
市

民
が
参
加
す
る
祭
り
が
戻
っ
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
神
事
の
み
、
パ
レ
ー
ド
は
中
止
な
ど

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
お
祭
り
、
イ
ベ
ン

ト
。
例
年
、
市
役
所
前
で
の
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
て
い
た
天
神
祭
は
、
第
二
コ
ミ
セ
ン
の

前
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
規
模
は
縮
小
さ
れ

た
が
朝
暘
一
小
か
ら
六
小
ま
で
の
踊
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
児
童
、
保
護
者
、
多
く
の
市

民
が
参
加
、
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
。
祭
り

の
司
会
、
パ
レ
ー
ド
の
進
行
管
理
、
交
通
整

理
な
ど
、
多
く
の
ご
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
か
げ
で
華
や
か
な
祭
り
は
整
然
と
行
わ

れ
た
。
祭
り
の
後
、
第
二
コ
ミ
セ
ン
か
ら
市

役
所
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。
そ
の
途
中
、
3

年
ぶ
り
の
手
踊
り
を
や
り
遂
げ
た
藤
間
流
鶴

岡
藤
靜
会
、
坂
東
流
柏
樹
会
の
皆
さ
ん
に
出

会
っ
た
。
編
笠
で
顔
を
隠
し
て
道
真
公
を
見

送
っ
た
姿
を
再
現
し
た
手
踊
り
、
暑
い
中
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

６
月
18
日
、
山
形
県
沖
地
震
か
ら
3
年
が

経
過
し
た
。
そ
の
後
も
令
和
２
年
７
月
豪
雨

な
ど
も
あ
り
、
災
害
時
の
初
動
対
応
、
避
難

所
の
開
設
、
食
料
の
備
蓄
、
要
支
援
者
へ
の

対
応
な
ど
少
し
ず
つ
体
制
整
備
の
充
実
が
図

ら
れ
て
き
た
。
３
年
目
と
な
る
６
月
18
日
に

は
、
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
天
災
は
忘
れ
た

頃
に
、あ
の
日
、誰
に
と
っ
て
も
突
然
だ
っ
た

大
き
な
揺
れ
。
今
一
度
、
行
政
、地
域
、家
庭

で
の
災
害
へ
の
備
え
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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最大２万円分のマイナポイントがもらえます

マイナポイント第２弾実施中です
■問本所市民課☎35‐1194または本所情報企画課☎35‐1193

　マイナポイント事業は、マイナンバーカードやキャッシュレス決済の普及促進を目的
に、国が実施している消費活性化策です。手続きがまだの方はお早目にお願いします。

マイナンバーカードの
新規取得 ※

最大5,000円相当

健康保険証としての
利用申込み

7,500円相当

公金受取口座の
登録

7,500円相当

マイナポイントの付与対象と付与ポイント

▷マイナポイント申込みの対象となるマイナンバーカードの申請期限…令和４年９月末まで
▷マイナポイントの申込期限…令和５年２月末まで

※第１弾に申し込んでいない方や、上限まで付与されていない方も含みます。マイナポイントの申込み後、選択
したキャッシュレス決済サービスでチャージまたは買物をする必要があります。

☆詳しくはマイナポイント事業HP、
市HPをご覧ください マイナポイント事業HP

↑

市HP

↑

▲

マイナポイント申込みの手順は次のとおりです
①�マイナンバーカードの取得（利用者証明用電子
証明書の搭載が必要です）

　　　カード申請から受け取りまでは１か月程度掛
かります。
②マイナポイントの予約（マイキーＩＤ設定）
　　　マイナンバーカード取得後や既にカードをお
持ちの方は、パソコン（カードリーダーも必要）
やスマートフォン等で専用サイトにアクセスし
て設定が可能です。
③マイナポイントの申込み
　　　パソコンやスマートフォン等で専用サイトに
アクセス。希望するキャッシュレス決済サービ
スを１つ選択し、マイナンバーカードを使って
申し込みます。

▲

マイナンバーカードの申請支援（写真撮影を含む）
やマイナポイントの予約・申込みの支援を下記窓
口でも行っています
■支援窓口：本所市民課、各地域庁舎市民福祉課
　　※窓口が混雑している場合がありますので、時

間に余裕を持ってお越しください。

▲

企業・地域団体等を対象にしたマイナンバーカー
ドの出張申請受付も行っています
　企業や学校、地域団体等で、申請を希望する方
がおおむね10人以上いる場合、指定された会場
に市職員が出張し、申請を受け付けます（顔写真
がない方は、タブレット等で撮影も行います）。
　申請時に必要書類を提出いただければ、後日マ
イナンバーカードを本人限定受取郵便で自宅に送
付します。

マイナポイントの申込方法

三
年
一
昔
。
変
化
の
速
い
時
代
、
10
年
、

５
年
で
は
な
く
、
３
年
も
た
つ
と
、
世
の
中

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

誰
が
戦
争
に
よ
っ
て
物
価
が
高
騰
す
る
な
ど

と
予
測
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
マ
ス
ク
の
着
用

の
ル
ー
ル
も
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
。
国

は
、
基
本
的
な
感
染
対
策
と
し
て
の
マ
ス
ク

着
用
の
位
置
付
け
を
何
ら
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
と
し
つ
つ
、
①
屋
外
で
は
、
２
ｍ
以

上
を
目
安
と
し
て
他
者
と
の
距
離
が
確
保
で

き
る
場
合
や
、
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合

は
マ
ス
ク
を
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
②
屋

内
で
は
、
他
者
と
の
距
離
が
確
保
で
き
て
お

り
、
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
は
、
マ
ス

ク
を
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
③

就
学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
発

達
の
状
況
や
体
調
等
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ

る
た
め
、他
者
と
の
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
、マ

ス
ク
着
用
を
一
律
に
は
求
め
な
い
、
と
さ
れ

た
。
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
中
、
熱
中
症
対

策
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

石
の
上
に
も
三
年
、
石
の
上
で
も
３
年
続

け
て
座
れ
ば
暖
ま
る
と
い
う
。
た
だ
、
世
の

中
の
考
え
方
も
相
当
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

個
々
人
の
考
え
も
よ
り
多
様
に
な
っ
て
き
て

い
る
。辛
抱
す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
、と
い
う

格
言
自
体
の
受
け
止
め
方
も
様
々
で
あ
ろ
う
。

変
化
に
対
応
し
て
い
き
た
い
、
も
っ
と
多
様

性
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
、
市
役
所
の
上
級
行
政
の
採
用
試
験

に
障
が
い
者
の
枠
を
新
た
に
設
定
し
、
初
級

行
政
の
採
用
試
験
に
も
導
入
を
予
定
し
て
い

る
。も
っ
と
多
様
性
を
反
映
し
、明
る
く
働
き

や
す
い
職
場
に
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
の
幸

せ
の
た
め
に
働
く
職
場
に
。
鶴
岡
市
が
時
代

の
変
化
に
対
応
し
、
更
に
成
長
す
る
た
め
に
。
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健
康
・
福
祉

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
17
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）
■申
７
月
14
日
○木

～
８
月
16
日
○火
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で
無

料
歯
科
健
診
を
実
施
）
■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６
ま
た
は
市
内
歯
科

医
院
へ令

和
４
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

令
和
４
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、

令
和
３
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の
４
年

度
の
市
民
税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
介
護
保
険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通

知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
の
方

に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
発
送
日

７
月
15
日
○金

■対
65
歳
以
上
の

方

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月

・
10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら

差
し
引
き
ま
す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収

へ
の
切
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
）
▽
普
通
徴

収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
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市
政

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

公
募
委
員
募
集

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）
①
今
年
８
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
で
あ
る

②
市
内
の
事
務
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）
③
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

■申
７

月
29
日
○金
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）
■他
市
HP

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

公
募
委
員
募
集

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
・
非

常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）
①
今
年
10
月
１

日
現
在
で
18
歳
以
上
で
あ
る

②
市
内
、
三

川
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る

■申
８
月
１
日
○月
ま
で
申
込

書
を
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）
■他
市
HP

収
以
外
の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付

書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納

期
は
年
８
回
（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す

■問
納
付
の
相
談
…
本
所
納
税
課
☎
35

‐
１
１
８
３

賦
課
内
容
…
本
所
長
寿
介
護

課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日

○月
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
７
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担
割

合
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
負
担
割
合
証
は
、
圧

着
は
が
き
（
縦
長
の
定
型
封
筒
サ
イ
ズ
）
で

送
付
し
ま
す
。
届
い
た
ら
必
ず
開
い
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、

今
年
の
８
月
１
日
以
降
に
要
件
を
満
た
せ
ば
、

確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
方

は
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

■
支
給
額

10

万
円

■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳

■申
７
月
１
日
○金
～
29
日
○金
に
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎

29
‐
４
１
８
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ完

全
予
約
制
で
す　
　
　
　
　
　
　

耳
や
手
足
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
６
日
○水
午
後
１
時
～
３
時

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■対
18

歳
以
上
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
ま
た
既

に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
を
変
更
し

た
い
方
、
補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等

（
現
在
治
療
中
の
方
を
除
く
）
■
相
談
科
目

聴
覚
（
８
人
）、
肢
体
（
手
帳
を
お
持
ち
の

方
６
人
）
■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
■申
７
月
１
日
○金

～
５
日
○火
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
、

FAX
25
‐
９
５
０
０
ヘ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
、
各
基
準
で
免

除
さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い

た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱

い
に
な
り
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印

の
あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
ど
ち
ら
も
コ
ピ

ー
可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の

前
年
所
得
が
審
査
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
、
退
職
ま

た
は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
申
請
で
き
ま
す
。

▼
申
請

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
配
偶
者
、
世

帯
主
も
同
様
）。
今
年
度
分
（
７
月
～
来
年

６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、
７
月
１

日
○金
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

令
和
４
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
３
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■
発
送
日

７
月
13
日
○水

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま

す

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
同
通
知
書
に

同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１

日
○月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日
○月
以
降

も
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
７
月
末
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

７
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日
○月
か

ら
使
用
す
る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族

分
を
ま
と
め
て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
届
い
た
保
険
証
の
中
に
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が
あ
っ

た
ら
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

▼
有
効
期
限

令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
に

70
歳
に
な
る
方
と
75
歳
に
な
る
方
は
、
自
己

負
担
割
合
の
変
更
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
有
効
期
限
が
異

な
り
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
再
度
保

険
証
を
送
付
し
ま
す
。

▼
保
険
証
の
受
け
取
り
方

本
所
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口

で
交
付
を
希
望
す
る
場
合
や
、
世
帯
主
以
外

の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

【新型コロナ】鶴岡市・庄内保健所からのお願い

　新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は、減少傾
向ですが、経路不明の陽性者が増えています。軽症や無
症状の方も多いことから、気付かないうちに家庭や職場
などで広がっています。
　風邪や花粉症のような症状がある方は、早目の受診（検
査等）をお願いします。

■問本所地域包括ケア推進室☎35‐1251

引き続き、感染拡大防止対策が必要です！

▲詳しくは　　
　市HP
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国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。

７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間

７
月
７
日
○木
～
15
日
○金

■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証

▽
現
在
の

負
担
区
分
が
「
区
分
オ
」
ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」

の
方
で
、
長
期
入
院
（
１
年
間
で
91
日
以
上

の
入
院
）
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
を
証
明

す
る
書
類
（
領
収
書
等
）
が
必
要
で
す
。

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は

診
療
月
か
ら
２
か
月
～
３
か
月
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
領
収
書
等
必
要
な
書
類
を
お
持

ち
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
を
設
定
し
て

い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度
額
認
定
証

の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

税国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
「
国
民
健
康
保

険
税
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日

７
月
15
日
○金

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き
ま
す

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回

（
７
月
～
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す

■問
本

所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６

■他
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
、
主

た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、
不
動
産
収

入
、
山
林
収
入
及
び
給
与
収
入
が
、
前
年
よ

り
３
割
以
上
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
世
帯

は
、
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
同
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
決
済

で
市
税
等
を
納
め
る
場
合
は

自
宅
に
届
い
た
納
付
書
に
印
字
し
て
あ
る

バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

直
接
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
ビ
ニ
店

頭
レ
ジ
で
の
ア
プ
リ
決
済
に
よ
る
納
付
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
納
税
課
☎
35
‐

１
１
８
３

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語

■対
小
学
生

■内
税
金
全
般
、
納
税

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文

■対
中
学
生

■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
）

▼
共
通

■申
８
月
29
日
○月
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ

■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

生
活

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟

夏
の
安
全
県
民
運
動

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に
よ

る
気
の
緩
み
な
ど
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

７
月
22
日
○金
～
８
月
21
日
○日

■
重
点

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

最
優
秀
作
品
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
ま
す　
　
　

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■
テ
ー
マ

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の

■
部
門

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
■
規
定

１
人

１
点
で
自
作
未
発
表
の
も
の

■
規
格

Ａ

３
～
四
つ
切
り
サ
イ
ズ

■
各
賞

最
優
秀

賞
１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点

■申
作
品
の

裏
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

載
し
、
８
月
30
日
○火
ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を

よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い

▽
風
が

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い

▽
花

火
の
筒
先
に
顔
や
手

を
近
づ
け
な
い

▽

服
に
火
が
つ
か
な
い

よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎
22
‐
８
３
３
２

交通安全ポスター
令和３年度最優秀賞作品
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

人
権
に
関
す
る
相
談
は
次
の

方
に
！

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫

▽
地
主
幸
平

▽
庄
司
敏
明

▽
鈴
木
元
女

▽
今
野
和
惠

▽
金
内
淳

▽
加
藤
勝

▽
五
十
嵐
礼
子

▽
石
川
正
廣

▽
五
十
嵐
司

▽
奥
泉
修
子

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉

▽
石
川
幸

▽
田
村
廣
実

▽

小
南
孝
子

▽
加
藤
完
治

▽
佐
々
木
は
つ

子

▽
宅
井
洋
子

▽

池
昇

▽
平
藤
博

巳

▽
清
野
美
智
子

▽
佐
藤
雅
秀

▽
齋

藤
元
雄

▽
齋
藤
俊
美

▽
相
澤
康
夫

▽

伊
藤
ゆ
み
子

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一
部
の

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
実
施
地
の
見
取

り
図
を
添
付
し
て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数

や
防
火
帯
の
幅
等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！　
　
　

７
月
６
日
は「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン

は
、
毎
年
全
国
各
地

に
約
２
、
７
０
０
ｔ

を
出
荷
す
る
、
本
市

が
誇
る
特
産
品
で
す
。

収
穫
の
最
盛
期
が

７
月
で
、
数
字
の

「
６
」が
メ
ロ
ン
の
形

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日

を
「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
を

ぜ
ひ
ご
堪た

ん
の
う能

く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る　
　
　

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
の
な
い
早
朝
や

夕
方
に
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１

２
９
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

生
ご
み
は
約
80
％
が
水
分
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
焼
却
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
ご
み

の
水
分
が
多
く
な
る
と
、
焼
却
す
る
際
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

生
ご
み
を
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
ギ
ュ
ッ

と
一
絞
り
す
る
だ
け
で
水
分
を
減
ら
せ
ま
す
。

こ
の
水
切
り
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
軽
量
化
で

持
ち
運
び
が
楽
に
な
り
、
悪
臭
の
防
止
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。　
　
　

ま
た
、
せ
ん
定
枝
・
草
も
で
き
る
だ
け
乾

燥
さ
せ
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強

調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の
願
い

で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

更生保護の
マスコット
キャラクター

「更生ペンギンの
ホゴちゃん」

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

令和 4年鶴岡市成人式

■期　日
　11月20日○日午後１時30分（全中学校区１回で開催）
■会　場
　荘銀タクト鶴岡
■対　象
　平成13年４月２日～14年４月１日生まれの方
■その他
・９月中旬に対象の新成人に案内状を送付します
　・事前登録の方法や感染予防対策の詳細については、
決まり次第市HP等でお知らせします

　・式典終了後、中学校ごとに写真撮影を予定していま
す（希望者のみ）
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 鶴岡天神祭

＜市街地＞

３年ぶりに開催された、別名「化けものまつり」。
化けものは酒を振る舞う代わりに観客の手指に
消毒用アルコールをかけるなど、感染対策は万

5 . 25
全です。沿道には、小学生の踊りなどパレード
を楽しみにしていたたくさんの人。鶴岡の市街
地に活気とにぎわいが戻った１日となりました。

「農」「食」「手仕事」をキーワードにした手作
りの品々が並びます。お店にはこだわりの雑貨
や洋服、食品を買い求める人の列ができていま

5 . 22
した。スラックライン体験やクルミのマグネッ
ト作り、虫笛作り等のワークショップも開催。
広場は多くの家族連れなどでにぎわいました。

櫛引 こしゃってマルシェ  あおば市

＜櫛引庁舎南側緑地＞
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朝日 六十里越街道安全祈願祭「雪ツバキ回廊を往く」

最初に安全祈願祭を行い、その後、雪ツバ
キ等を眺めながら、新緑の中を街道のシ
ンボルツリー「千手ブナ」まで歩きました。

5 . 21

＜田麦俣地内＞

鶴岡 鶴岡イノベーションフォーラム

鶴岡を創造的起業が活発に行われる街に
していくための方策について、地元起業
家や創業支援機関等が意見交換しました。

5 . 20

＜庄内産業振興センター＞

藤島 東田川文化記念館活用ワークショップ

全５回開催の最終回。藤島地域の人たち
が昨年から重ねてきた話合いを振り返り、
今後の活用方法について総括しました。

5 . 21

＜東田川文化記念館＞

温海 まるごと体験「しな織の里関川」わらびまつり

シナノキの皮剝ぎに向けて、枝打ちに挑
戦する参加者。その後、籠が一杯になる
まで、ワラビ採取を楽しみました。

5 . 22

＜関川しな織センター等＞

羽黒 新型焚き火台作り

折り畳み椅子とステンレス製の板を使っ
て製作。コンパクトで組立てが簡単なの
で、どこでも気軽にたき火が楽しめます。

6 . 4

＜創造の森交流館＞

鶴岡 若宮健嗣デジタル田園都市国家構想担当大臣との車座対話

＜先端研究産業支援センター＞

本市に視察に訪れた若宮大臣。教育や伝
統芸能など各分野の関係者とデジタル化
の課題等について意見を交わしました。

6 . 4
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会
FAX
64
‐
１
３
３
１
ま
た
は
HP
内
応
募
フ
ォ

ー
ム
へ国

宝
羽
黒
山
五
重
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
７
月
16
日
～
10
月
16
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
（
8
月
11
日
○木
～
15
日
○月
も
実
施
）

■時
７
月
・
８
月
…
午
後
６
時
30
分
～
９
時

９
月
・
10
月
…
午
後
６
時
～
８
時
30
分

■費

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
■問
羽
黒

町
観
光
協
会
☎
62
‐
４
７
２
７

湯
ノ
沢
岳
山
開
き
登
山

■日
７
月
17
日
○日
午
前
７
時
～
午
後
４
時
（
湯

ノ
沢
岳
登
山
口
〈
本
郷
地
区
〉
集
合
）
■持

昼
食
等

■問
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐

３
４
１
１

庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■日
７
月
17
日
○日
午
前
９
時
30
分
、
午
後
１
時

30
分

■対
中
学
生
、
高
校
生
、
保
護
者
、
求

職
者
等

■内
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、
体
験

実
習
等

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
（
酒
田
市
）

☎
０
２
３
４
‐
31
‐
２
７
０
０

ま
や
の
や
か
た
30
周
年
感
謝
祭　
　

夏
の
寒
晒
し
そ
ば
ま
つ
り

■日
７
月
17
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
2
時

■場

そ
ば
処
・
ま
や
の
や
か
た

■内
寒
晒ざ
ら

し
越
沢

三
角
そ
ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
（
限
定
１

０
０
食
。
１
、
２
０
０
円
。
お
土
産
付
き
）、

ミ
ニ
産
直
コ
ー
ナ
ー

■申
７
月
１
日
○金
か
ら

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ

■日
７
月
23
日

○土
～
８
月
14
日
○日

■問
加
茂
海
水
浴
場
管
理

運
営
委
員
会
☎
33
‐
３
０
２
３

▼
三
瀬
海
水
浴
場

■日
７
月
23
日
○土
～
８
月

14
日
○日

■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３
０
３

５▼
小
波
渡
海
水
浴
場

■日
７
月
23
日
○土
～
８

月
16
日
○火

■問「
こ
ば
と
荘
」
内
小
波
渡
観

光
協
会
☎
73
‐
２
２
５
２

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き

■日
７
月
23

日
○土
～
８
月
14
日
○日

■問
鼠
ヶ
関
自
治
会
☎

44
‐
２
１
１
２

産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■日
７
月
16
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■対

高
校
生
、
保
護
者
等

■内
学
校
や
各
学
科
の

説
明
会
、
体
験
授
業
、
施
設
見
学

■場
・
■問

同
校
（
酒
田
市
）
☎
０
２
３
４
‐
31
‐
２
３

０
０道

の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　
　
　

海
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
７
月
16
日
○土
～
18
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

３
時

■内
庄
内
産
海
産
物
炭
火
焼
き
販
売

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

松
ヶ
岡
音
楽
祭　
　
　
　
　
　

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
夕
べ

■日
７
月
16
日
○土
午
後
５
時

■場
松
ヶ
岡
開
墾

場
五
番
蚕
室

■定
先
着
50
人

■
出
演

松

本
健
一
（
サ
ッ
ク
ス
）、若
林
美
沙
（
ベ
ー
ス
）

■申
代
表
者
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
を
明

記
し
、
史
跡
松
ヶ
岡
開
墾
場
管
理
運
営
協
議

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

幼
児
（
３
歳
以

上
）
…
１
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
券
…
７
０

０
円
（
大
人
１
人
と
小
・
中
学
生
１
人
）、

５
０
０
円
（
大
人
１
人
と
幼
児
１
人
）
■場

・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

■他
カ
ブ
ト
ム
シ
の
販
売
あ
り

自
然
に
触
れ
て
自
分
を
癒
そ
う
！

プ
チ
リ
ト
リ
ー
ト
in
六
十
里
越
街
道

■日
７
月
10
日
○日
午
前
９
時
（
米
の
粉
の
滝
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合
）
■定
先
着
20
人

■内
ミ

ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
体
験

■費
３
、
５
０
０
円

■申

７
月
４
日
○月
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

鶴
岡
市
長
杯
・
棋
院
支
部
長
杯　
　

争
奪
囲
碁
大
会

■日
７
月
10
日
○日
午
後
０
時
30
分

■場
勤
労
者

会
館

■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以
上

棋
院

支
部
長
杯
…
三
段
以
下

海
開
き

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場

■日
７
月
15
日
○金
～
８

月
21
日
○日

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75

‐
２
２
５
８

▼
由
良
海
水
浴
場

■日
７
月
16
日
○土
～
８
月

16
日
○火

■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73
‐
２

２
５
０

■他
シ
ャ
ワ
ー
利
用
（
■時
午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分

■費
高
校
生
以
上
…
３
０

０
円

中
学
生
以
下
…
２
０
０
円

■問
海
テ

ラ
ス
ゆ
ら
磯
の
風
☎
64
‐
８
３
３
１
）

催
し

山
形
の
海
洋
ご
み
を
考
え
る
日

■日
７
月
9
日
○土
午
前
８
時

■場
由
良
海
岸
周

辺

■内
海
洋
ご
み
の
現
状
や
海
洋
生
態
系
へ

の
影
響
を
考
え
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
ご
み
拾

い
や
映
画
無
料
上
映
等

■問
ゆ
ら
ま
ち
っ
く

戦
略
会
議

昆
虫
大
集
合
「
む
し
む
し
展
」

■日
７
月
2
日
○土
～
11
月
6
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

■費
高
校
生
以
上
…
５
０
０
円

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎35‐1117へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。申があるものは事前の申込みが必要
です。

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

つ
る
お
か
森
の
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
７
月
17
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
出
羽
庄

内
国
際
村

■内
講
演
「
ブ
ナ
の
森
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
～
子
ど
も
と
一
緒
に
『
は
ひ
ふ
へ

ほ
』
大
人
の
役
割
『
か
き
く
け
こ
』
～
」
塚

原
俊
也
氏
（
く
り
こ
ま
高
原
自
然
学
校
長
）、

自
然
保
育
の
実
践
発
表
、
座
談
会

■申
本
所

子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１

つ
る
お
か
森
の
時
間　
　
　

大
鳥
キ
ャ
ン
プ
体
験

■日
７
月
23
日
○土
午
前
８
時
10
分
～
24
日
○日
午

後
０
時
30
分
（
市
役
所
本
所
集
合
）
■場
大

鳥
自
然
の
家

■定
20
人
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
）
■内
魚
の
つ
か
み
取
り
体
験
、

森
林
散
策
、
テ
ン
ト
泊
、
カ
ヌ
ー
体
験
等

■費
高
校
生
以
上
…
3
、
０
０
０
円

中
学
生

以
下
…
２
、
０
０
０
円
（
家
族
で
参
加
し
た

場
合
、
１
人
に
付
き
５
０
０
円
割
引
）
■持

初
日
の
昼
食
等

■申
７
月
７
日
○木
ま
で
グ
ー

グ
ル
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本

所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４

７
へ

■他
初
日
の
み
の
参

加
可月

山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

夏
休
み
自
然
教
室

■日
７
月
23
日
○土
～
８
月
21
日
○日

■内
本
格
ピ

ザ
窯
で
ピ
ザ
焼
き
体
験
、
タ
イ
ダ
イ
染
め
体

験
、
炭
火
で
ま
き
ま
き
パ
ン
焼
き
体
験
、
夏

野
菜
も
ぎ
取
り
、
星
空
観
察
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

イ
ン
、
ス
ケ
ー
ト
ラ
ン
プ

■場
・
■問
同
キ
ャ

ン
プ
場
☎
54
‐
６
６
０
６

藤
沢
周
平
記
念
館　
　
　
　

館
内
朗
読
会

■日
①
７
月
23
日
○土

②
８
月
27
日
○土

■時
午

後
２
時

■定
各
日
先
着
20
人

■内『
証
拠
人
』

前
編
・
後
編

■
朗
読

劇
団
麦
の
会
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ

■費
入
館
料
（
大
人
…
３
２
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円

中
学
生
以

下
…
無
料
）
■場
・
■申
①
７
月
１
日
○金
か
ら
、

②
８
月
１
日
○月
か
ら
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

へ
山
王
・
銀
座
・
南
銀
座
・
み
ゆ
き
・
昭
和

商
店
街
連
携
夏
ま
つ
り

■日
７
月
23
日
○土
午
後
６
時
～
９
時

■場
山
王

・
銀
座
・
南
銀
座
商
店
街

■内
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
、
出
店
等

■問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎

22
‐
２
２
０
２

■他
前
売
り
券
あ
り

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開　
　
　
　

（
大
人
向
け
）

■日
７
月
30
日
○土
、
８
月
21
日
○日
午
後
４
時

■対
中
学
生
以
上
先
着
45
人

■内『
オ
ー
ロ
ラ

の
調
べ

神
秘
の
光
を
探
る
』
■費
中
学
生

…
1
０
０
円

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

■場
・
■申
７
月
21
日
○木
か
ら
中
央
公
民
館
☎
25

‐
１
０
５
０
へ

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■日
７
月
30
日
○土
午
後
７
時

■定
先
着
40
人

■内
み
ず
が
め
座
流
星
群
の
観
察

■申
７
月
３

日
○日
か
ら
金
峰
少
年
自
然
の
家
HP
へ

■場
・

■問
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０

国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン　
　
　
　
　

韓
国
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
生
活

■日
７
月
31
日
○日
午
後
５
時

■定
先
着
20
人

■師
笹
原
英
海
氏

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村

☎
25
‐
３
６
０
０

■他
１
ド
リ
ン
ク
制

ご
み
処
理
３
施
設　
　
　
　

夏
休
み
見
学
会

■日
８
月
４
日
○木
午
前
８
時
（
出
羽
庄
内
国
際

村
集
合
）
■定
先
着
40
人

■内
ご
み
焼
却
施

設
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
見
学

■申
７
月
28
日
○木
ま
で
廃

棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
９
へ

■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
市
HP

荘
内
看
護
専
門
学
校

学
校
説
明
会

■日
８
月
４
日
○木
・
５
日
○金
午
前
10
時

■対
山

形
県
内
の
高
校
に
通
う
２
年
・
３
年
生
各
日

20
人

■内
学
校
概
要
・
学
校
生
活
の
説
明
、

学
校
紹
介
の
掲
示
等

■場
・
■申
同
校
☎
22
‐

１
９
１
９

■他
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
可

風
力
発
電
所
の
見
学
や
講
義　
　
　
　
　

ウ
イ
ン
ド
デ
イ
イ
ン
酒
田
・
鶴
岡

■日
８
月
６
日
○土
午
前
8
時
～
午
後
５
時

■場

Ｊ
Ｒ
Ｅ
酒
田
・
鶴
岡
八
森
山
風
力
発
電
所
等

■対
本
市
ま
た
は
酒
田
市
在
住
の
方

■内
風
力

発
電
所
の
見
学
等

■申
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
性
別
、
年
齢
を
記
入
し
、
７
月
13
日

○水
ま
で

pr@
jre.co.jp

へ

■問
ジ
ャ
パ
ン

・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー
㈱

■他
中

学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念

黒
川
能
野
外
能
楽

水
焔
の
能

■日
８
月
６
日
○土
午
後
６
時

■場
櫛
引
総
合
運

動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）
■定
３
０
０
人

■内
舞
囃
子
（
櫛
引
東

小
）、
能
「
河
水
」・
狂
言
「
瓜
盗
人
」（
黒

川
能
上
座
）
■費
２
、
０
０
０
円
（
当
日
は

５
０
０
円
増
し
。
高
校
生
以
下
無
料
）
■申

櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

ス
テ
ラ
の
会

星
を
見
る
会

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う

■日
８
月
６
日
○土
午
後
８
時
30
分

■場
田
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■内
解
説
、
観
望
、

工
作

■費
小
学
生
以
上
２
０
０
円

■持
寝
転

び
用
マ
ッ
ト
、
は
さ
み
、
の
り
等

■申
ス
テ

ラ
の
会

■他
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
資

料
を
希
望
す
る
方
は
別
途
１
０
０
円

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル

夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
9
日
○土
～
９
月
4
日
○日
（
大
会
等
で

利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無
料
開

放
）
■時
月
曜
～
土
曜
日
…
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時
、
６
時
～
８
時

日

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
５
時

■費
小
・
中
学
生
…
１
８
０
円

高
校
生
等
…
３
８
０
円

大
人
…
４
９
０
円

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
水
泳
帽
を
着
用
（
小

学
生
は
赤
ワ
ッ
ペ
ン
を

付
け
た
も
の
）。
幼
児

は
要
付
添
い
。
午
後
６

時
以
降
、
中
学
生
以
下

保
護
者
同
伴

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
７
月
15
日
○金
午
前
10
時
30
分

■場
ス
イ
デ

ン
テ
ラ
ス

■内
ミ
ニ
講
話
「
介
護
者
に
も
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
」
と
交
流
会

■申
７
月
８
日

○金
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
７
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
勤
労
者

会
館

■定
先
着
30
人

■内「
疲
れ
目
と
ド
ラ

イ
ア
イ
」
後
藤
田
知
邦
（
荘
内
病
院
眼
科

医
）、「
腰
や
肩
の
不
調
に

姿
勢
改
善
の
す

す
め
」
佐
藤
亘
氏
（
鶴
岡
協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
理
学
療
法
士
）
■申
荘
内
病

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

人
工
肛
門
・
膀
胱
に
関
す
る

オ
ス
ト
メ
イ
ト
研
修
会

■日
７
月
17
日
○日
午
前
10
時

■場
酒
田
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー

■内
講
演
、
医
療
従
事
者
や

装
具
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
等

■申
７
月
15
日
○金
ま
で
日
本
海
総
合
病

院
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
２
０
０
１
、
庄
内
オ

ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会
HP
ま
た
は
同
会
事
務
局

へ
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

公
開
講
座

■日
７
月
24
日
○日
午
後
２
時

■場
希
望
ホ
ー
ル

（
酒
田
市
）
■内「
い
き
か
た
」
準
備
～
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
す
す
め
～

■師

金
子
稚
子
氏
（
終
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

■問
日
本
海
総
合
病
院
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
２

０
０
１認

知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
８
月
４
日
○木
、
９
月
８
日
○木
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職
と

の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■申
各
日
２

日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８

０
へ認

知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
８
月
６
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■内
講
演
「
認
知
症
ケ
ア
・
対
応
方
法
」

富
樫
千
代
美
（
荘
内
病
院
認
知
症
看
護
認
定

看
護
師
）
■申
８
月
４
日
○木
ま
で
本
所
長
寿

介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

市
民
登
山
「
月
山
」

■日
８
月
７
日
○日
午
前
５
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）
■場
姥
沢
リ
フ
ト
（
西
川
町
）
→

姥
ヶ
岳
→
牛
首
→
山
頂
→
仏
生
池
→
八
合
目

■対
小
学
生
以
上
の
鶴
岡
市
民
先
着
50
人

■費

中
学
生
以
上
…
４
、
０
０
０
円

小
学
生
…

２
、
０
０
０
円

■持
昼
食
、
保
険
証
等

■申

７
月
５
日
○火
～
19
日
○火
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

小
型
ヨ
ッ
ト
と
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に
よ
る

セ
ー
リ
ン
グ
講
習
会

■日
８
月
７
日
○日

■場
加
茂
水
産
高
校
等

■対

小
学
生
以
上

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

小
学
生
…
１
、
０
０
０
円

■申
８
月
１
日
○月

ま
で
山
形
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
HP
か
ら
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連

盟
事
務
局
FAX
33
‐
０
４
６
５
へ

■問
加
茂
水

産
高
校
内
「
同
連
盟
」
事
務
局
☎
33
‐
３
１

１
６

■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

ス
パ
ー
ル
早
朝
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

■日
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

■費
１
回
４
０
０

円
、
10
回
３
、
０
０
０
円

■場
・
■申
ス
パ
ー

ル
☎
68
‐
５
１
２
１

■他
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
併
用
不
可

子
育
て
・
子
供
向
け

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
７
月
９
日
○土
午
後
１
時
～
４
時
・
10
日
○日

午
前
９
時
～
正
午

■場
秋
山
鉄
工
㈱
日
本
国

工
場

■対
小
・
中
学
生

■内
夏
休
み
の
工
作

課
題
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
１
組
10
分

～
20
分
）
■申
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
５

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア
ー

ト
〝
夏
〟」
■日
７
月
15
日
○金
午
前
10
時

■対

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組

■内
夏
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
写
真
撮
影
と
身
体
測

定

■申
７
月
１
日
○金
か
ら

▼
ワ
ク
ワ
ク
お
は
な
し
会

■日
７
月
20
日
○水

午
前
11
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
・
■内

・
■定
８
月
３
日
○水
午
前
10
時
30
分
…
さ
ん
ち

ゃ
ん
と
け
ん
玉
に
挑
戦
！
・
先
着
20
人

５

日
○金
午
前
10
時
…
化
学
実
験
・
先
着
30
人

9
日
○火
午
後
1
時
30
分
…
お
化
け
屋
敷
・
先

着
40
人

18
日
○木
午
前
10
時
30
分
…
小
学
生

向
け
お
は
な
し
会
・
先
着
20
人

■対
小
学
生

■申
７
月
20
日
○水
か
ら

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
0

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き　
　

サ
イ
エ
ン
ス

■日
７
月
17
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時

■場

山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー

■対
小
学
５
年
・
６
年
生
先
着

14
人
（
親
子
で
の
参
加
可
）
■
テ
ー
マ

タ
ニ
シ
と
学
ぶ
〝
あ
な
た
の
知
ら
な
い
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
の
世
界
〟
■内
田
ん
ぼ
の
生

き
物
探
索
・
観
察
、
タ
ニ
シ
と
水
田
生
態
系

の
話
、
生
き
物
に
優
し
い
田
ん
ぼ
で
採
れ
た
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

お
い
し
い
お
米
の
話
（
昼
食
は
そ
の
お
米
の

お
弁
当
）
■場
・
■申
７
月
11
日
○月
ま
で
山
大

農
学
部
☎
28
‐
２
９
１
0
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■日
７
月
20
日
○水
午
前
10
時
30
分

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組

■師
市
立
保
育
園

長

■場
・
■申
７
月
１
日
○金
か
ら
同
ル
ー
ム
☎

24
‐
５
６
３
５
へ

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
講
座

■日
７
月
24
日
○日
午
前
10
時

■対
大
人
先
着
45

人

■内「
本
と
い
っ
し
ょ
～
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
た
本
選
び
～
」

小
関
知
子
氏
（
東
京
子
ど

も
図
書
館
理
事
）
■場
・

■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５

夏
休
み
に
親
子
で
木
工
工
作
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

簡
単
本
立
て
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

■日
７
月
26
日
○火
か
ら
の
月
曜
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

■対
市

内
在
住
の
小
学
生
先
着
45
人
（
１
家
庭
１
セ

ッ
ト
）
■場
・
■問
田
川
建
設
労
働
組
合
☎
22

‐
２
８
３
２

中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー

■日
７
月
28

日
○木
～
８
月
２
日
○火
の
間
で
４
日
間
開
催

■時
午
前
10
時
30
分
、
午
後
2
時

■対
小
学
生

各
回
先
着
10
人

■内
工
作
、
化
学
実
験
等

■申
７
月
11
日
○月
～
24
日
○日

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
縁
日

■日
８
月
４
日
○木
午
後

２
時

■対
小
学
生
先
着
30
人

■内
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
当
て
も
の
等

■費
２
０
０
円

■申
チ

ケ
ッ
ト
購
入
は
７
月
25
日
○月
～
８
月
３
日
○水

に
直
接
同
館
へ
来
館

▼
中
高
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
交
流
事

業
「
こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん
」
■日
８
月

７
日
○日
午
前
10
時

■対
中
学
生
・
高
校
生
８

人

■内
命
の
学
び
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

と
の
触
れ
合
い
等

■申
７
月
１
日
○金
か
ら

■他
赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
（
■対
12
か

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
６
組

■申
７
月
１
日
○金
か
ら
）

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業

親
子
で
参
加
！
こ
ど
も
記
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■日
７
月
30
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■場

鶴
岡
公
園
周
辺

■対
庄
内
地
域
在
住
の
小
学

４
年
～
６
年
生
の
親
子
10
組
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
）
■内
現
役
新
聞
記
者
と

鶴
ヶ
岡
城
の
歴
史
を
取
材
し
、
記
事
を
制
作

■師
菅
原
義
勝
氏（
致
道
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

■申
７
月
14
日
○木
ま
で
山
形
新
聞
社
鶴
岡
支
社

こ
ど
も
記
者
係
☎
22
‐
２
８
１
０
へ

■他
制

作
し
た
記
事
は
、
後
日
山
形
新
聞
に
掲
載
予

定
夏
休
み
、
自
由
研
究
の
タ
ネ
に
い
か
が
で
す
か

ソ
ー
ラ
ー
ミ
ニ
カ
ー
を
つ
く
ろ
う

■日
７
月
30
日
○土
午
前
９
時

■場
市
役
所
本
所

■定
先
着
20
人

■申
７
月
11
日
○月
か
ら
本
所
環

境
課
☎
35
‐
１
２
４
７
へ

致
道
館
の
催
し

▼
論
語
の
素
読
体
験
を
し
よ
う

■日
７
月
30

日
○土
・
31
日
○日
午
前
９
時
30
分

■対
小
学
生

以
上
各
日
先
着
30
人

■内『
親
子
で
楽
し
む

庄
内
論
語
』
を
使
っ
た
論
語
の
素
読
体
験

■費
３
０
０
円

■申
７
月
26
日
○火
ま
で

▼
論
語
素
読
検
定

■日
８
月
７
日
○日
午
前
10

時

■対
市
内
在
住
の
小
学
生
先
着
50
人

■内

『
親
子
で
楽
し
む
庄
内
論
語
』
55
篇
の
中
か

ら
好
き
な
言
葉
を
選
ん
で
暗
唱
し
、
暗
唱
し

た
数
に
応
じ
て
検
定
合
格
証
を
授
与

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
23
‐
４
６
７
２

子
ど
も
科
学
教
室　
　
　
　
　
　
　

夏
の
昆
虫
た
ち
と
ふ
れ
あ
お
う
！

■日
７
月
30
日
○土
午
前
９
時
30
分

■場
櫛
引
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
赤
川
河
川
敷

■対
小
学

生
先
着
20
人

■申
７
月
20
日
○水
ま
で
理
科
教

育
セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁
舎
）

rika-c@
sc

hool.city.tsuruoka.
yam

agata.jp

へ

■問

同
セ
ン
タ
ー
☎
57
‐
４

８
６
４

■他
１
年
～
３

年
生
保
護
者
同
伴

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

（
子
ど
も
向
け
）

■日
７
月
30
日
○土
、
８
月
12
日
○金
・
16
日
○火
・

17
日
○水
・
21
日
○日

■時
①
午
前
10
時

②
午

前
11
時
30
分

③
午
後
１
時
30
分

④
午
後

３
時

■対
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
45
人

■内
①
③
…『
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ち

び
お
お
か
み
と
月
の
ふ
し
ぎ
』
②
④
…『
ポ

ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

オ
ー
ロ
ラ
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
』
■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

■場
・
■申
７
月
21

日
○木
～
前
日
に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

お
魚
放
流
体
験
㏌
庄
内
浜

■日
７
月
30
日
○土
午
前
10
時
30
分
（
悪
天
候
の

場
合
は
８
月
６
日
○土
に
延
期
）
■場
酒
田
港

下
瀬
野
積
場
（
酒
田
市
）
■対
親
子
先
着
50

人

■申
７
月
１
日
○金
～
７
月
26
日
○火
に
庄
内

総
合
支
庁
水
産
振
興
課
☎
０
２
３
４
‐
24
‐

６
０
４
５
へ　
　

消
防
学
校
小
学
生
一
日
研
修

■日
７
月
31
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■対

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
１
０
０
人
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）
■内
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
乗
車
、
放
水
・
地
震
体
験
等

■費
６

０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■場
・
■申
７
月
１
日

○金
～
７
月
15
日
○金
に
山
形
県
消
防
学
校
（
三

川
町
）
☎
66
‐
２
０
２
２
へ

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！　
　
　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

■日
８
月
５
日
○金
午
後
１
時
30
分

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
10
組

■内
小
さ
く
な
っ
た
服
で

布
草
履
作
り

■師
太
田
金
子
氏
（
手
づ
く
り

工
房
か
た
か
ご
）
■費
６
０
０
円

■場
・
■申

７
月
６
日
○水
～
20
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
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ー
ラ
ー
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
製
作

■申
７
月
22
日
○金
ま
で
グ
ー
グ

ル
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所
環

境
課
☎
35
‐
１
２
４
７
へ

タ
ク
ト
探
検
隊
♪　
　
　
　

舞
台
の
お
し
ご
と

■日
８
月
７
日
○日
午
後
１
時
30
分

■対
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
先
着
20
人

■内
舞
台
裏
の
仕

事
を
親
子
で
体
験

■費
５
０
０
円

■申
７
月

１
日
○金
か
ら
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
HP
へ

■場
・

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

施
設
の
催
し

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー���

鶴
岡
市
所
蔵
作
品

展
第
２
期
「
光
を
描
く
に
は
」
■日
７
月
２

日
○土
～
９
月
25
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分

■内
市
が
所
蔵
す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
美

術
作
品
を
９
点
展
示

▼
特
別
展
覧
会
「Enlightenm

ent 

ア
ー

ト
の
光
‐
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
四
つ

の
光
の
空
間
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

▽
開
幕
記

念
・
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
顔
ラ
ン
プ
を

つ
く
る
」
■日
７
月
16
日
○土
午
後
２
時

■定

12
人

■師
タ
ム
ラ
サ
ト
ル
氏
（
出
品
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
）
■費
１
、
０
０
０
円

▽
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ツ
ア
ー

■日
７
月
24
日
○日
、
８
月
７
日

○日
・
14
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時

■定
各

回
先
着
10
人

■費
大
人
…
５
０
０
円

高
校

生
・
大
学
生
…
３
０
０
円

中
学
生
以
下
…

‐
２
３
４
０
へ

い
で
は
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

夏
休
み
親
子
俳
句
教
室
in
羽
黒
山

■日
７
月
31
日
○日
午
後
１
時
30
分

■対
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組

■内
羽
黒
山
を
テ

ー
マ
に
し
た
俳
句
作
り
に
挑
戦

■師
土
岐
彰

氏
（
羽
黒
吟
社
会
長
）
■場
・
■申
い
で
は
文

化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７

鶴
岡
市
就
学
相
談
会

■日
８
月
５
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
１
人
45
分
程
度
）
■場
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
マ
リ
カ
）
■対
来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
子
供
の
保
護
者

■内
発
達
の
様
子
や
就

学
先
等
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
関
係
者
が
個

別
に
相
談
を
受
け
付
け

■申
７
月
25
日
○月
ま

で
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
４
へ～

水
道
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
～

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■日
８
月
６
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
上

下
水
道
部
庁
舎
集
合
）
■対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
10
組

■内
月
山
ダ
ム
、
高
坂
配

水
場
、
鶴
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の
見
学

■申

７
月
25
日
○月
ま
で
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23

‐
７
７
３
１
へ

工
作
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　
　

「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
）
を
つ
く
ろ
う
」

■日
８
月
６
日
○土
午
前
９
時

■場
市
役
所
本
所

■定
先
着
15
人

■内
工
作
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
ソ

無
料

▽
共
通

■申
７
月
16
日
○土
か
ら

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
な
ご
み
（
お
茶
）
■日
７
月
５
日
○火
・
19

日
○火
・
26
日
○火
午
前
９
時
30
分

▼
健
康
相
談

■日
７
月
７
日
○木
・
21
日
○木
・

28
日
○木
、
８
月
４
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会

■日
７
月
19
日
○火
・
20

日
○水
・
25
日
○月
・
26
日
○火
、
８
月
１
日
○月
・

２
日
○火
・
８
日
○月
・
９
日
○火
・
22
日
○月
・
23

日
○火
・
29
日
○月
・
30
日
○火
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交

■日
７
月
６
日
○水
・
13
日
○水

・
20
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
数
独
教
室

■日
７
月
８
日
○金
・
15
日
○金
・

22
日
○金
・
29
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
夏
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
木
陰
の
涼
風

コ
ー
ス
」
■日
７
月
９
日
○土
午
前
９
時
30
分

■定
先
着
25
人

■内
初
夏
の
里
山
歩
き
（
約
６

㎞
）

▼
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る

■日
７
月
16
日

○土
午
前
９
時
30
分

■定
先
着
10
人

■内
３
種

類
の
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

■費
３
０
０
円

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
、
森
で
お
昼
寝

■日
７
月
23
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

■定
先
着
15
人

■費
９
０
０
円

■持
昼
食

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
調
査
体
験

■日
７
月
８
日

○金
・
15
日
○金
午
後
７
時
30
分

■定
2
家
族

■費
寄
附
制
（
２
０
０
円
以
上
）
■申
各
日
２

日
前
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
湿
地
で
メ
ダ
カ
を
探
そ
う

！
」
■日
７
月
９
日
○土
午
前
９
時
30
分

■定

20
人

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以
上
）
■申

７
月
７
日
○木
前
ま
で

▼
観
蓮
会

■日
７
月
16
日
○土
午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分

■内
ハ
ス
の
花
の
鑑
賞
、
ハ
ス

の
葉
茶
の
試
飲
等

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
ス
の
葉
で
お
茶
づ

く
り
」
■日
７
月
16
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時

■費
寄
附
制
（
１
５
０
円
以
上
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
ス
の
果
托
の
ク
ラ

フ
ト
づ
く
り
」
■日
７
月
16
日
○土
午
前
10
時

30
分
、
午
後
１
時

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円

以
上
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ど
ろ
っ
ぱ
池
の
水
を

ぬ
く
！
池
に
は
ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
か

な
？
」
■日
７
月
17
日
○日
午
前
９
時
30
分

■対
３
歳
以
上
20
人

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円

以
上
）
■申
７
月
15
日
○金
ま
で

▼
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物
捕
獲
大

作
戦
②
」
■日
７
月
23
日
○土
午
前
９
時

■定

30
人

■申
７
月
21
日
○木
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
第
１
弾
「
大
山
上
池
・

下
池
の
水
質
の
変
遷
と
浄
化
へ
の
取
り
組

み
」
■日
７
月
23
日
○土
午
後
１
時
30
分

■定

30
人

■師
梶
原
晶
彦
氏（
山
大
農
学
部
助
教
）
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■費
寄
附
制
（
５
０
０
円
以
上
）
■申
７
月
21

日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
事
業
）「
夜

の
ど
き
ど
き
ハ
イ
ク
」
■日
７
月
23
日
○土
午

後
7
時

■定
20
人

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円

以
上
）
■申
７
月
21
日
○木
ま
で

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

致
道
博
物
館

▼
土
曜
講
座
「
酒
井
忠
徳
と
点
取
俳
諧
」

■日
７
月
９
日
○土
午
後
２
時

■定
先
着
30
人

（
要
申
込
み
）
■師
平
林
香
織
氏
（
創
価
大
学

文
学
部
教
授
）

▼
展
示
解
説
「
中
興
の
祖

酒
井
忠
徳
と
庄

内
藩
校
致
道
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
■日

７
月
10
日
○日
午
前
11
時

▼
特
別
展
第
３
部
「
民
衆
の
チ
カ
ラ
～
三
方

領
知
替
え
阻
止
運
動
～
」
■日
７
月
22
日
○金

～
９
月
７
日
○水

■内
酒
井
家
の
長
岡
移
封
を

阻
止
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
庄
内
領
民

の
一
揆
の
様
子
を
追
う
展
示

▼
共
通

■費
大
人
…
８
０
０
円

学
生
…
４

０
０
円

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

■日
８
月
３
日
○水
～
31

日
○水
（
８
月
11
日
○木
を
除
く
）
午
前
９
時
30

分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）
■内
羽
黒
山
旧
参

道
を
90
分
程
度
散
策

■他
悪
天
候
時
は
中
止

の
場
合
あ
り
。
実
施
の
有
無
は
午
前
７
時
～

７
時
30
分
に
問
合
せ

▼
夏
の
草
木
染
め

■日
８
月
７
日
○日
午
前
９

時

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
10
人

■内
ク
ズ
・

サ
ク
ラ
の
染
料
で
ス
カ
ー
フ
大
の
白
布
を
染

め
る

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

中
学
生

以
下
…
１
、
０
０
０
円

■持
ゴ
ム
手
袋
等

■申
７
月
27
日
○水
ま
で

■他
大
人
は
白
布
２
枚
、

子
供
は
１
枚

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会
と
外
来
植
物
除
去

作
業

■日
８
月
11
日
○木
午
前
８
時
～
午
後
２

時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）
■定
20
人

■費
５

０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
■持
ゴ
ム
手

袋
、
昼
食
等

■申
７
月
27
日
○水
ま
で

■他
悪

天
候
時
は
中
止
の
場
合
あ
り
。
実
施
の
有
無

は
当
日
午
前
５
時
ま
で
に
HP
に
掲
載

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
三
種
の

ぷ
る
ぷ
る
水
ま
ん
じ
ゅ
う
」
■日
７
月
９
日

○土
午
前
10
時

■費
２
、
５
０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ
の
美
味
し
い
日
本
料

理
教
室

■日
７
月
16
日
○土
午
前
10
時

■費
３
、

０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室

■日
７
月
17
日
○日
午
後
１
時
30

分

■費
２
、
５
０
０
円

▼
ト
マ
ト
た
っ
ぷ
り
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
作
り

■日
７
月
23
日
○土
午
後
１
時

■費
１
、
８
０
０

円▼
共
通

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９
３

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
修

■日
７
月
22
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

■費
６
、
０
０
０
円

▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
者
研
修

■日
８
月
５
日
○金
午

前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■費
６
、
０
０
０

円▼
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
研
修

■日
８

月
９
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■費
６
、
０
０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）
■日
８
月
24

日
○水
・
25
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
共
通

■定
20
人

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０

■他
HP

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

▼
藍
染
め
で
日
傘
を
染
め
よ
う

■日
７
月
22

日
○金
午
後
２
時

■費
５
、
５
０
０
円

▼
藍
染
め
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
染
め
よ
う

■日
７

月
23
日
○土
午
前
10
時

■費
３
、
０
０
０
円

▼
共
通

■対
高
校
生
以
上
12
人

■師
近
井
肇

氏
（
染
色
）
■場
・
■申
７
月
３
日
○日
～
17
日

○日
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

■他
両
講
座

の
受
講
は
不
可

人
間
力
を
高
め
る
勉
強
会

■日
７
月
23
日
○土
午
前
10
時

■場
第
五
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

■対
教
員
等
先

着
30
人

■内
月
刊
誌
『
致
知
』
を
用
い
た
研

修

■師
安
田
弘
法
氏
（
前
山
形
大
学
副
学

長
）、
阿
部
良
忠
氏
（
元
鶴
岡
市
教
育
長
）

■費
５
０
０
円

■申
７
月
16
日
○土
ま
で

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
・
就
職
支
援

職
業
訓
練
Ｏ
Ａ
基
礎
科（
全
60
回
）

■日
８
月
22
日
○月
～
11
月
21
日
○月
（
９
月
22
日

○木
、
10
月
24
日
○月
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時
50
分

■場
Ｐ
Ｃ
・
Ｋ
ａ
ｎ
ｂ
ａ
ｎ
ｙ
友
江
教
室

■対

65
歳
以
下
13
人
（
面
接
選
考
あ
り
）
■費
１

万
４
、
０
８
０
円

■申
８
月
４
日
○木
ま
で
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
☎
25
‐
２
５
０
１
へ

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■日
第
1
種
…
８
月
30
日
○火
～
９
月
１
日
○木

第
２
種
…
９
月
６
日
○火
～
８
日
○木

■場
山
形

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）
■申
７
月
１

日
○金
～
22
日
○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎

０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ

■他
申
請

書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署

に
設
置
。
HP

消
防
設
備
士
試
験　
　
　
　

■日
９
月
３
日
○土

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
、

庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田
市
）
■
受
付
期
間

電
子
申
請
…
７
月
16
日
○土
～
25
日
○月

書
面

申
請
…
７
月
19
日
○火
～
28
日
○木

■問
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１

■他
願
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

募
集

令
和
５
年
３
月
・
４
月
採
用
予
定������

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

①
自
衛
官

候
補
生

筆
記
試
験
…
９
月

17
日
○土
※

鶴
岡
合
同
庁
舎

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
28
日
○水
～

10
月
２
日
○日

陸
上
自
衛
隊

神
町
駐
屯
地

（
東
根
市
）

②
一
般
曹

候
補
生

１
次
…
９
月
17
日

○土
※

鶴
岡
合
同
庁
舎

２
次
…
10
月
９
日

○日
～
13
日
○木

陸
上
自
衛
隊

神
町
駐
屯
地

③

航
空

学
生

１
次
…
９
月
19
日

○月

鶴
岡
合
同
庁
舎

※
都
合
の
つ
か
な
い
方
の
み
９
月
16
日
○金

■申
①
②
７
月
１
日
○金
～
９
月
５
日
○月
、
③
７

月
１
日
○金
～
９
月
８
日
○木
に
自
衛
隊
山
形
地

方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

へ
「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
２
」

出
展
企
業
・
団
体
募
集

■日
９
月
25
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館

■対
環
境
に
関
わ
る
活
動
を

行
う
団
体
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・
機
器

な
ど
を
扱
う
企
業
、
来
場
者
に
軽
食
等
を
販

売
で
き
る
飲
食
店

■費
販
売
が
あ
る
場
合
の

み
１
、
０
０
０
円

■申
市
HP
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
７
月
29
日
○金
ま
で
本
所

環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」

事
務
局
☎
35
‐
１
２
４
７
へ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

美
原
住
宅

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
）
１

朝日
下
名
川
住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
て

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期

９
月
中
旬
以
降

■申
７
月
１

日
○金
～
20
日
○水
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ

く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所
☎
35
‐
０
１
５

３
へ荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡

貸
館
の
受
付

▼
11
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用

■日
８
月
１
日
○月
か
ら

▼
12
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室
等
利

用

■日
９
月
１
日
○木
か
ら

▼
来
年
１
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用

■日
10
月
１
日
○土
か
ら

▼
来
年
２
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
８

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
７
月
15
日
○金

通
常
受
付

（
先
着
順
）
…
８
月
１
日
○月
か
ら

▼
来
年
３
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
９

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
８
月
15
日
○月

通
常
受
付

（
先
着
順
）
…
９
月
１
日
○木
か
ら

▼
来
年
４
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
10

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
９
月
15
日
○木

通
常
受
付

（
先
着
順
）
…
10
月
１
日
○土
か
ら

▼
共
通

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が
行

う
芸
術
文
化
事
業
等
。
利
用
調
整
会
議
（
■時

午
後
６
時
30
分

■場
同
館
）
に
要
出
席

■問

同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

■他
空
き
状
況
は
同

館
HP酒

井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業

動
画
で
使
用
す
る
古
写
真
を
募
集

■
募
集
期
間

７
月
１
日
○金
～
８
月
５
日
○金

■
募
集
内
容

明
治
時
代
～
昭
和
40
年
頃
の

風
景
や
町
並
み
、
祭
り
、
行
事
、
生
活
の
様

子
の
写
真

■
応
募
方
法

応
募
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
原
本
を
持
っ
て
市

役
所
本
所
政
策
企
画
課
内
「
酒
井
家
庄
内
入

部
４
０
０
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
35

‐
１
１
８
４
へ
来
庁

■他

写
真
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
に

変
換
後
、
そ
の
場
で
返
却

知
事
と
若
者
の
地
域
創
生
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
募
集

地
域
の
元
気
創
出
策
な
ど
に
つ
い
て
、
吉

村
美
栄
子
山
形
県
知
事
と
意
見
交
換
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■日
８
月
25
日
○木
午
後
４
時

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

■対
市
内
在
住
の
15
歳
～
45
歳

の
方
８
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
参
加
の

調
整
あ
り
）
■申
７
月
15
日
○金
ま
で
本
所
総

務
課
☎
35
‐
１
１
１
７
へ

■他
託
児
あ
り

（
要
申
込
み
）

外
来
生
物
を
使
っ
た
料
理

提
供
店
舗
の
募
集

■
募
集
期
間

７
月
15
日
○金
ま
で

■対
ウ
シ

ガ
エ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
食
材
と
し

て
活
用
で
き
る
市
内
の
飲
食
店
数
店
舗

■申

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ
☎
33
‐
８
６
９

３

■他
募
集
後
説
明
会
を
開
催

鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
募
集

■内
鶴
岡
の
食
文
化
を
テ
ー
マ
に
旅
行
企
画
、

案
内
を
す
る
ガ
イ
ド
の

募
集

■問
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ

鶴
岡
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ

ー
ロ
ー
☎
26
‐
１
２
１

８

■他
養
成
講
座
の
受

講
必
須８

月
31
日
○水
～
９
月
11
日
○日
開
催　
　

白
甕
社
美
術
展

作
品
募
集

■
種
目

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
１
人
２

点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な
し
〉）

■費
４
、
０
０
０
円
（
学
生
は
５
０
０
円
）

■申
８
月
27
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

■問
白
甕
社

■他
申
込
書
等
は
同
館
、
中
央
公
民
館
、
市
内

画
材
店
等
に
設
置
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◎問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐51882022年度共催事業

市民先行エントリー
●受付方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
●購入可能枚数　１人４枚まで
　※座席指定不可。
　※申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメール
でお知らせします。

　※チケット購入後のキャンセル・変更不可。

　※インターネット環境がない方は同館にお問い合
わせください。

■車椅子席・学生券をご希望の方は、申込みの際に
その旨をお伝えください。
■�両公演とも政府のガイドラインに従い、客席定員
の100％以内で販売します（今後の状況により変
更になる場合があります）。

２公演共通

名曲の連続 !!優雅なバレエとフルオーケストラの饗宴

10 月１日（土） 午後１時30分開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール

『プレミアム・クラシックス』
バレエ & オーケストラ

演目：『カルメン』『白鳥の湖』『くるみ割り人形』ほか

■チケット料金（全席指定・税込）
一般　S席8,000円・A席5,000円 ・ B席3,000円
学生　S席5,000円・A席3,000円
※学生は要学生証（25歳以下）。　　　
※未就学児入場不可。託児サービスがあります
　（有料。先着順。チケット購入確定後、公演の２
週間前まで申込み）。

※当日券は500円増し。
■チケット販売
市民先行エントリー
●受付期間 ７月9日○土午前10時～19日○火
●チケット引き換え　７月26日○火～８月３日○水に
同館へ（クレジットカード不可）

一般販売
●販売開始日時　８月10日○水午前10時から先着順
●販売方法
・荘銀タクト鶴岡ホームページ
　※座席指定不可。
　※チケットの郵送は別途送料600円。
・荘銀タクト鶴岡窓口販売（午前９時～午後７時。
　初日は午前10時から）
　※座席指定可。
・チケットぴあ、イープラス　
◎問合せ
　小林紀子バレエ・シアター☎03‐3987‐3648
　（木曜日定休）

コンサートツアー2022 ～たびぐくる～
９月11日（日） 午後３時開演

荘銀タクト鶴岡 大ホール

夏川りみ

■チケット料金（全席指定・税込）
高校生以上　6,800円
小・中学生　2,000円
※未就学児は、保護者１人につき１人まで無料
　（座席が必要な場合は要チケット購入）。
※未就学児、小・中学生は入場の際、身分証明書を
確認させていただく場合があります。
※未就学児、小学生のみの入場は不可。
■チケット販売
市民先行エントリー
●受付期間 ７月２日○土午前10時～10日○日
●チケット引き換え　７月15日○金～21日○木に同館
へ（クレジットカード不可）

一般販売
●販売開始日時　７月23日○土午前10時から先着順
●販売方法
・荘銀タクト鶴岡ホームページ
　※座席指定不可。
　※チケットの郵送は別途送料600円。
・荘銀タクト鶴岡窓口販売（午前９時～午後７時。
　初日は午前10時から）
　※座席指定可。
・ローソンチケット　ほか
◎問合せ
　クールマイン☎022‐796‐8700
　（月曜～金曜日午前11時 ～午後７時）
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■日８月７日○日午前９時～午後３時 ■対小学１年
～３年生（身長100㎝～130㎝）とその保護者先
着３組　■内カートの基礎知識を親子で楽しく学
習 ■費9,000円　■場・■申カートソレイユ最上川
☎0234‐42‐2232

●庄内町 カートソレイユ最上川キッズカートスクール開催！

■日８月６日○土午後７時30分　■場最上川河川敷
特設会場 ■内１万2,000発の花火と音楽の共演　
■チケット料金（全席指定）　S升席（■定４人）
…１万5,000円　A升席（■定４人）…１万2,000
円　ペア椅子席…１万2,000円　カップル席…
１万1,000円　等（予定枚数に達し次第、販売
終了）　■チケット販売　チケットぴあまたは
セブンイレブン各店舗へ　■問酒田市交流観光
課内「酒田花火ショー実行委員会」事務局☎
0234‐26‐5759　■他所定の駐車場からシャ
トルバス運行あり（■費自家用車等１台当たり
3,000円）。HP

●酒田市酒田２尺玉花火競技プレ大会　酒田花火ショー2022

▶西浜海水浴場・釜磯海水浴場　■日７月15日
○金～８月15日○月午前８時30分～午後５時
▶十里塚海水浴場 ■日７月16日○土～８月15日
○月午前８時30分～午後５時
▶共通 ■問遊佐町企画課☎0234‐72‐5886

●遊佐町 海水浴場開設

相
談
・
そ
の
他

婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
結
婚
相
談
会��

㏌
Ｓ-
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ

■日
7
月
15
日
○金
～
18
日
○月
正
午
～
午
後
６
時

■場
エ
ス
モ
ー
ル

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身

の
方
ま
た
は
そ
の
家
族

■問
本
所
地
域
振
興

課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務

局
☎
35
‐
１
１
９
１

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い　
　
　
　

結
婚
相
談
会

■日
①
７
月
17
日
○日

②
８
月
６
日
○土

■時
午

後
1
時
～
４
時
45
分

■対
結
婚
を
希
望
す
る

方
と
そ
の
親
各
日
５
組

■場
・
■申
①
７
月
13

日
○水
ま
で
、
②
８
月
３
日
○水
ま
で
や
ま
が
た

ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所
☎

64
‐
８
８
９
５
へ

中
小
企
業
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
20
日
○水
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■場
市
役
所
本
所
大
会
議
室
西

■対
中
小
企
業

事
業
者

■問
山
形
県
弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐

６
２
２
‐
２
２
３
４

お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
の
予
定
納
税
（
第

一
期
分
）
の
納
期
限
は
８
月
１
日
○月
で
す

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
便
利
な
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
電
子
納
税

等
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納

付
が
困
難
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
29
日
○金
午
後
３
時
～
７
時

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人

■場
・
■申
７
月
28
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

「
海
の
羽
根
」
募
金
に　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

7
月
1
日
～
31
日
に
海
の
環
境
美
化
を
目

的
と
し
た
「
海
の
羽
根
」
募
金
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
山
形
県
の
豊
か
な
海
を
守
る
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
場
所

県
内
役
所
、
各
総
合
支
庁
、

山
形
県
漁
協
、
釣
具
店
等

■問
山
形
県
海
と

渚
環
境
美
化
推
進
協
会
☎
０
２
３
４
‐
24
‐

６
０
４
１

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　
　本所総務課☎35‐1117

犬
の
散
歩
に
つ
い
て

市
内
の
公
園
な
ど
で
、
リ
ー
ド
を
付

け
な
い
で
犬
を
散
歩
さ
せ
た
り
、
遊
ば

せ
た
り
し
て
い
る
飼
い
主
を
見
掛
け
ま

す
。
公
園
利
用
者
の
中
に
は
、
犬
が
苦

手
な
人
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。

し
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
不
安

に
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

犬
の
リ
ー
ド
等
は
離
さ
な

い
で
く
だ
さ
い

犬
の
飼
い
主
に
は
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
犬
で
も
係
留
す
る
こ
と
（
リ
ー
ド
や

鎖
で
つ
な
ぎ
留
め
て
お
く
こ
と
）
が
、

県
の
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
条
例
で
は
、
散
歩
な
ど
の

際
も
、
リ
ー
ド
等
は
離
さ
ず
に
行
う
こ

と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

QＡ山
形
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
（
抜
粋
）

第
４
条

犬
の
飼
い
主
は
、
そ
の
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞  　　　　　　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　②18：00～21：00
　　　　　　＜月曜、土曜日＞　　　　　　③19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科　　　　　　
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　   ①    9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ② 13：00～15：00

　　　受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

献血　７/４～８/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
７.４○月 ９：30 ～ 11：30 朝日中央コミュニティセンター
������〃 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署
６○水 ９：30 ～ 11：30 櫛引生涯学習センター

������������〃 13：00 ～ 15：00                     〃
９○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

������������〃 13：30 ～16：00 　　         〃
29○金 ９：30 ～ 11：30 にこ♥ふる

　 〃 13：00 ～ 15：30 　   〃

今月の各種相談窓口開設日　７/４～８/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談
（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 12日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 ６日○水、８月３日○水10:00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 21日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

特
に
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
は
多
く

の
人
が
利
用
し
ま
す
。
犬
の
散
歩
な
ど

の
際
、
飼
い
主
は
周
り
の
利
用
者
に
配

慮
し
、
マ
ナ
ー
の
良
い
行
動
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

飼
う
人
も
飼
わ
な
い
人
も
、
気
持
ち

よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）〉

飼
い
犬
を
常
に
係
留
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次

に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

１
、
飼
い
犬
を
制
御
で
き
る
者
が
、

　
　

人
に
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の

　
　

な
い
場
所
で
飼
い
犬
を
訓
練

　
　

す
る
と
き
。

２
、
飼
い
犬
を
制
御
で
き
る
者
が
、

　
　

飼
い
犬
を
鎖
等
で
確
実
に
保　
　

　
　

持
し
て
運
動
さ
せ
、
又
は
移

　
　

動
さ
せ
る
と
き
。

（
以
下
、
掲
載
省
略
）
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
つ
る
お
か

令
和
４
年
7
月
号

《人口と世帯》（令和４年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：121,237人
　　 （男：58,222人、女：63,015人）
　世帯数：49,505世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

2021年11月、本市に続いて国内２例目のユネスコ
食文化創造都市となった大分県臼杵市。それに伴い、
本市と臼杵市は、連携してその豊かな食文化を国内
外に発信していくこととしています。この連載では、
臼杵市の郷土料理を定期的に紹介します。　

●本所食文化創造都市推進課☎35‐1185

‐定期連載‐

臼
う す き

杵市の郷土料理

黄
おう は ん

飯と黄
おう は ん

飯かやく

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

豊後水道に面し、比較的険しい
山稜に囲まれた、人口3.5万人
ほどの小都市です。その地形と
地質によって、まろやかな水が
育まれ、水が重要となる醸造業
が発達してきました。また、土
作りにこだわった有機農産物や、
身の引き締まった魚を提供する
和食店が並ぶ〝美味しい〟まち
です！

×

臼杵市の
ゆるキャラ

「ほっとさん」

■材料（５人分）
黄飯
お米　　　　　　　　　３合
クチナシの実　　２個～３個
（クチナシの色汁は100cc）
黄飯かやく
エソ（白身魚）ミンチ 230ｇ
ゴボウ 　　　　　　　 80ｇ
大根 250ｇ
ニンジン 80ｇ
万能ネギ １本
豆腐 １/２丁
サラダ油 小さじ１
酒 大さじ１
薄口しょう油 大さじ１
だし汁 適量

■作り方
黄飯
①皮をむいたクチナシの実を、鍋に水（100cc）と
　一緒に入れて火にかける。柔らかくなったら箸で
　砕きながら色を煮出し、こす。
②炊飯器に、研いだお米、①、お米の量に合わせて
　追加で水を加え、白米と同じように炊いたら完成。
黄飯かやく
③ゴボウのささがきを、水にさらしてアクを抜く。
④大根とニンジンを大きめの拍子木切りにする。
⑤鍋にサラダ油を入れ、エソのミンチを炒める。
⑥色が変わったら、水切りした豆腐をほぐしながら
　入れ、炒める。
⑦⑥の鍋に③と④を入れ、全体に油が行き渡ったら、
　だし汁をひたひたに入れる。
⑧野菜が柔らかくなったら、酒、薄口しょう油を入
　れ、更に煮込む（アクも取る）。仕上げにネギを
　入れて完成。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

臼杵市

（左から）
佐藤 貞子 さん
大西 初美 さん
戸上 加奈子 さん

臼杵市
飲食店の
皆さん

江戸時代、財政再建を行った臼杵藩。黄飯は、ぜい
たくな赤飯の代わりに、祝いの飯として作られた
のが起源といわれています。「かやく」と呼ばれる、
エソ（白身魚）や野菜、豆腐などを炒めて煮込んだ、
けんちん汁のような料理と一緒にいただきます。ま
た、戦国時代に到来したパエリアを模したのでは？
とも。ぜひ作ってみてくださいね！




